
関
根
仁
応
日
誌

に
見
る
大
谷
大
学
史

教
団
改
革
運
動
か
ら
真
宗
大
学
東
京
移
転
ま
で

大
谷
大
学
史
資
料
室

研
究
補
助
員

大

畑

博

嗣

は
じ
め
に

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
真
宗
大
谷
派
は
、
幕
末
の
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
禁
門
の
変
に
よ
る
兵
火
に
よ
り
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
を

含
む
諸
堂
が
全
焼
す
る
が
、
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
は
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
の
再
建
が
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
に
設
立
さ
れ
た
学
寮
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
は
貫
錬
場
、
明
治
十
二
（
一
八
七

九
）
年
に
は
貫
錬
教
校
と
名
称
を
変
え
る
。
さ
ら
に
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は
貫
錬
教
校
を
大
学
寮
と
名
称
変
更
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
、

大
学
寮
条
例

を
廃
止
し
、
新
た
に

真
宗
高
倉
大
学
寮
条
例

と

真
宗
大
学
条
例

を
制
定
し
、

大
学
寮
に
あ
っ
た
本
科
第
一
部
・
本
科
第
二
部
・
研
究
科
の
三
つ
を
真
宗
大
学
、
宗
乗
専
攻
院
・
安
居
の
二
つ
を
真
宗
高
倉
大
学
寮
と
し
て

編
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
谷
大
学
の
前
身
で
あ
る
真
宗
大
学
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
年
に
起
こ
っ
た
清
沢
満
之

等
の
白
川
党
に
よ
る
教
団
改
革
運
動
の
影
響
を
受
け
、
真
宗
大
学
の
学
生
達
も
白
川
党
に
同
調
し
て
教
団
改
革
運
動
に
参
加
し
、
運
動
に
参

加
し
た
学
生
等
は
、
退
学
処
分
に
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
教
団
改
革
運
動
を
主
導
し
た
清
沢
等
は
宗
派
か
ら
除
名
処
分
に
付
さ
れ
て
い
た
が
、

渥
美
契
縁
に
代
わ
っ
て
大
谷
派
当
局
を
任
さ
れ
た
石
川
舜
台
に
よ
っ
て
再
び
登
用
さ
れ
、
真
宗
大
学
が
東
京
へ
移
転
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
、
真
宗
大
学
が
東
京
へ
移
転
す
る
経
緯
の
概
略
を
述
べ
た
が
、
大
谷
大
学
の
歴
史
を
綴
っ
た

大
谷
大
学
百
年
史

（
以
下

百

年
史

と
略
す
）
に
は
、
清
沢
が

教
界
時
言

に
社
説
と
し
て
執
筆
し
た

真
宗
大
学
の
位
置
に
就
て

な
ど
、
清
沢
の
言
説
や
動
向
を
中

心
に
取
り
上
げ
て
論
述
さ
れ
て
お
り
、
東
京
移
転
の
際
に
清
沢
以
外
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
東
京
移
転
準
備
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
近
年
に
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
か
ら

関
根
仁
応
日
誌

（
以
下

日
誌

と
略
す
）
と
い
う
史
料
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

後
に
詳
し
く
触
れ
る
が
、
記
主
で
あ
る
関
根
仁
応
は
、
真
宗
大
学
の
学
生
時
に
清
沢
満
之
と
共
に
教
団
改
革
運
動
に
参
加
し
て
お
り
、
後
に

大
谷
派
宗
務
総
長
や
大
谷
大
学
学
長
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
関
根
が
記
し
た

日
誌

に
は
関
根
自
身
の
記
録
だ
け
で
は
な
く
、
教
団

改
革
運
動
期
の
真
宗
大
学
学
生
の
動
向
や
真
宗
大
学
東
京
移
転
準
備
期
の
な
ど
の
動
向
に
つ
い
て
記
載
が
見
ら
れ
、
こ
の

日
誌

は
大
谷

大
学
の
歴
史
だ
け
で
な
く
、
明
治
期
の
真
宗
大
谷
派
の
動
向
を
知
る
上
で
大
い
に
注
目
す
べ
き
史
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
教
団
改
革
運
動
期
と
真
宗
大
学
東
京
移
転
準
備
期
で
あ
っ
た
明
治
二
十
九
年
か
ら
明
治
三
十
三
年
ま
で
の
関
根
仁
応

の
動
向
を

日
誌

か
ら
辿
っ
て
い
き
、
関
根
を
中
心
に
し
て

大
谷
大
学
百
年
史

で
は
著
述
さ
れ
な
か
っ
た
大
谷
大
学
の
歴
史
が
明
ら

か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

え
る
の
で
あ
る
。

一
、
関
根
仁
応
と

関
根
仁
応
日
誌

に
つ
い
て

１

関
根
仁
応
に
つ
い
て

日
誌
の
内
容
を
検
討
す
る
前
に
ま
ず
、
関
根
の
略
歴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
当
資
料
室
所
蔵
の
明
治
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
大
学
行
政

文
書
で
あ
る

大
谷
大
学
資
料

に
関
根
に
関
す
る
史
料
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
九
月
、
関
根
が
大
谷
大
学
学
長

に
就
任
す
る
際
、
文
部
省
に
提
出
し
た
学
長
認
可
申
請
書
や
本
山
へ
の
申
達
願
等
申
請
書
類
一
括
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
関
根
の

履
歴
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
三
月
に
新
潟
県
長
岡
市
安
養
寺
に
生
ま
れ
、
草
間
姓
で
あ
っ

関根仁応日誌 に見る大谷大学史



た
。
そ
し
て
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
私
立
真
宗
大
学
本
科
を
卒
業
し
、
明
治
三
十
二
年
新
潟
県
新
発
田
市
長
徳
寺
に
養
子
に
入
り
、

娘
の
関
根
ノ
リ
コ
と
結
婚
し
、
関
根
姓
を
名
乗
る
。
同
年
に
は
、
真
宗
大
学
主
幹
に
就
任
す
る
。
そ
の
後
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
は
大

谷
派
教
学
部
長
に
就
任
し
、
そ
の
四
年
後
の
大
正
八
年
に
は
嗣
講
を
授
与
さ
れ
る
。
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
は
参
務
に
就
任
し
、
昭
和

十
一
（
一
九
三
六
）
年
に
大
谷
派
宗
務
総
長
に
就
任
し
た
後
、
大
谷
大
学
学
長
に
就
任
す
る
。
学
長
就
任
二
年
後
の
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年

に
七
十
五
歳
で
死
去
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
の
他
に
も
、
関
根
は
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
十
一
月
に
発
刊
さ
れ
た
雑
誌

無
尽

灯

の
編
集
に
関
わ
っ
て
お
り
、

日
誌

第
一
巻
の
中
心
と
な
る
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
も
触
れ
る
が
、
清
沢
満
之
や
暁
烏
敏
・
多
田

鼎
・
佐
々
木
月
樵
と
い
っ
た
浩
々
洞
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
人
物
と
も
関
係
を
有
す
る
人
物
で
も
あ
り
、
清
沢
等
と
教
団
改
革
運
動
に
身
を

投
じ
て
い
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

２

関
根
仁
応
日
誌

に
つ
い
て

次
に

日
誌

に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
か
ら

日
誌

が
発
刊
さ
れ
る
以
前
に
は
、
法
蔵
館
版

清
沢
満
之
全
集

に
掲
載
さ
れ
て

日
誌

の
存
在

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
が
、
抄
録
で
あ
っ
た
た
め
に
全
容
が
不
透
明
な
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
関
根
の
自
坊
で
あ
る
新
潟
県
長
岡
市

長
徳
寺
に
は
、
関
根
関
係
資
料
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
か
ら
、
そ
の
中
の
日
誌
の
体
裁
を
も
つ
も
の
で
、

明
治
年
間
の
も
の
三
十
一
冊
を
全
八
巻
で
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

原
史
料
の
詳
細
な
法
量
や
体
裁
に
関
し
て
は
、
松
本
専
成
氏
に
よ
る

日
誌

第
一
巻
か
ら
第
三
巻
の
解
説
に
譲
る
が
、

日
誌

中
に

巡

寮
後
ハ
炬
燵
ヲ
調
ヒ
日
誌
ヲ
認
ム

な
ど
日
誌
を
書
い
た
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き
込
み
は
毎
日
で
は
な
く
、
数
日
の
間
隔
で

書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
誌

中
に
は
手
紙
や
電
信
の
内
容
、
人
と
会
話
し
た
内
容
も
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
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関
根
は

日
誌

を
そ
の
日
ご
と
に
書
い
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
日
あ
っ
た
こ
と
を
メ
モ
な
ど
に
記
し
て
、
後
日
数
日
分
を
ま
と
め
て
清
書

し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

二
、
真
宗
大
学
の
動
向
と
関
根
仁
応

１

教
団
改
革
運
動
期
の
関
根
仁
応

そ
れ
で
は
、
真
宗
大
学
を
め
ぐ
る
動
向
と
、
そ
れ
に
伴
う
関
根
の
動
向
に
つ
い
て

日
誌

か
ら
辿
っ
て
い
く
。
本
節
で
は
、
教
団
改
革

運
動
期
の
関
根
の
動
向
を
中
心
と
し
て
見
て
い
き
た
い
。

周
知
の
通
り
、
教
団
改
革
運
動
は

白
川
党

事
件
と
も
言
わ
れ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
先
に
も
触
れ
た
が
大
谷
派
は
当
時
、
幕
末
の
元

治
元
（
一
八
六
四
）
年
に
禁
門
の
変
に
よ
る
兵
火
に
よ
り
御
影
堂
・
阿
弥
陀
堂
を
含
む
諸
堂
が
全
焼
し
、
そ
の
再
建
の
た
め
に
多
く
の
負
債
を

抱
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
教
団
は
、
財
政
本
位
の
政
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
清
沢
満
之
は
今
川
覚
神
等
十
二
名
と
と
も
に

東
本
願
寺
の
宗
務
改
革
に
関
す
る
建
白
書
を
寺
務
当
局
に
提
出
し
、
宗
門
全
体
が
教
団
本
来
の
教
学
中
心
の
運
営
に
な
る
こ
と
を
求
め
、
清

沢
・
今
川
・
月
見
覚
了
・
稲
葉
昌
丸
・
清
川
円
誠
・
井
上
豊
忠
の
六
人
が
京
都
白
川
村
に
篭
居
し
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
十
月
に
教

界
時
言
社
を
設
立
し
て
機
関
紙

教
界
時
言

を
発
刊
し
本
山
改
革
を
唱
え
る
。
そ
の
結
果
、
明
治
三
十
年
に
は
、
大
谷
派
革
新
全
国
同
盟

会
が
組
織
さ
れ
、
多
く
の
賛
同
者
を
得
て
活
動
を
行
っ
た
。
こ
の
運
動
に
伴
い
、
執
事
渥
美
契
縁
は
更
迭
さ
れ
、
石
川
舜
台
が
新
し
く
寺
務

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
末
寺
会
議
制
度
の
体
裁
を
と
っ
た
議
制
会
の
設
置
な
ど
の
政
策
が
と
ら
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
こ
の
運
動
は
挫

折
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
清
沢
ら
の
動
き
に
、
真
宗
大
学
の
学
生
達
は
呼
応
し
、
研
究
科
十
四
名
、
本
科
生
八
十
六
人
が
大
学
へ
休
学
届
を
提
出
し
、

教
界
時
言
社
の
主
張
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
山
当
局
は
学
生
の
動
向
に
対
し
、

関根仁応日誌 に見る大谷大学史



真
宗
大
学
ニ
於
テ
左
ノ
各
名
ハ
所
化
ノ
本
分
ヲ
失
シ
タ
ル
行
為
ア
ル
ニ
ツ
キ
去
ル
十
一
日
退
学
ノ
処
分
ニ
及
ヒ
タ
ル
旨
申
報
ナ
リ

研
究
科
三
年

伏
見
研
明

草
間
仁
応

渡
辺
西
相

出
雲
路
善
祐

清
水
演
道

江
上
大
成

（
以
下
学
生
名
省
略
）

と
、
関
根
を
は
じ
め
と
す
る
教
団
改
革
運
動
に
参
加
し
た
学
生
を
本
山
当
局
は
退
学
処
分
に
処
す
る
の
で
あ
る
。

大
谷
大
学
百
年
史

で

は
、
運
動
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
中
に
関
根
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
関
根
た
ち
真
宗
大
学
の
学
生
達
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

日
誌

に
は
こ
の
時
期
の
真
宗
大
学
学
生
の
動
向
が
記
さ
れ
た
記

事
が
あ
り
、

日
誌

の
記
事
か
ら
関
根
た
ち
真
宗
大
学
の
学
生
が
教
団
改
革
運
動
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
た
の
か
辿
っ
て
い
く
。

先
に
挙
げ
た

本
山
事
務
報
告

の
記
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
関
根
は
教
団
改
革
運
動
期
に
は
真
宗
大
学
の
研
究
科
三
年
に
在
籍
し

て
い
た
。
教
団
改
革
運
動
に
つ
い
て
、
真
宗
大
学
の
学
生
の
間
で
議
論
が
行
わ
れ
始
め
た
の
は
、

日
誌

か
ら
明
治
二
十
九
年
十
月
十
三
日

に
共
楽
館
で
行
わ
れ
た
、

無
尽
灯

創
刊
一
周
年
を
記
念
し
た
茶
話
会
後
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
日
の
記
事
を
見
る
と
、
関
根
は

茶
話
会
に
出
席
し
た
後
、
同
級
の
出
雲
路
善
祐
、
本
科
一
部
四
年
の
九
頭
竜
教
護
・
智
治
心
寂
と
共
に
共
楽
館
の
別
室
で
晩
餐
を
取
っ
た
際
、

去
る
十
一
日
に
白
川
二
三
三
と
い
う
人
物
を
訪
問
し
た
時
に
話
題
に
な
っ
た
こ
と
を
出
雲
路
等
に
話
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
内
事
・
財
務
・

人
物
・
組
織
に
つ
い
て
話
題
に
挙
が
っ
て
お
り
、
こ
の
話
を
聞
い
た
出
雲
路
等
は
、

今
度
ハ
事
容
易
ナ
ラ
ズ

と
感
想
を
述
べ
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
部
の
学
生
で
あ
る
が
教
界
時
言
社
が
発
足
し
た
三
日
後
に
は
、
教
団
改
革
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
い
た
こ
と
が

日

誌

か
ら
伺
え
る
。

そ
の
後
の
関
根
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
名
畑
氏
の
研
究
に
依
拠
し
な
が
ら
述
べ
て
い
く
。

関
根
ら
真
宗
大
学
の
学
生
は
、

我
が
敬
愛
な
る
父
兄
同
胞
及
び
門
信
徒
に
訴
ふ

と
い
う
一
文
を
全
国
各
地
の
新
聞
社
に
送
付
し
、
い
く
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つ
か
の
新
聞
社
が
こ
の
一
文
を
紙
面
に
掲
載
し
た
。
こ
の
一
文
は
、

日
誌

に

宣
言
書

と
出
て
き
て
お
り
、
同
年
十
月
三
十
日
条
に

は
、

中
島
所
作
ノ
所
謂
宣
言
書

を
関
根
が
受
け
取
り
、
一
読
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
日
の
内
に
清
沢
満
之
へ

宣
言

書

の
校
正
を
願
い
出
て
い
る
。
名
畑
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の

宣
言
書

の
内
容
は
、

教
界
時
言

創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た

大
谷
派
の
有

志
者
に
檄
す

に
沿
う
内
容
に
な
っ
て
お
り
、

内
事

、

財
政

、

教
学

の
三
点
に
焦
点
を
絞
り
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
し
か

し
、

我
が
敬
愛
な
る
父
兄
同
胞
及
び
門
信
徒
に
訴
ふ

は
、

教
学

を
一
つ
目
に
あ
り
、
そ
の
後

内
事

、

財
政

と
論
じ
て
い
る
と

こ
ろ
に
違
い
が
あ
る
。

そ
の
後
、
真
宗
大
学
の
学
生
等
は
、
十
一
月
三
日
に
、

追
テ
出
雲
路
等
皆
会
シ
南
浮
ノ
舎
ニ
テ
記
名
、
欠
席
ニ
ツ
キ
議
ス
ル
所
ア
リ

と

翌
日
の
休
学
届
提
出
に
つ
い
て
、
学
生
間
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が

日
誌

の
記
載
か
ら
わ
か
る
。
そ
の
話
し
合
い
に
て
休

学
届
提
出
が
決
定
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
翌
日
に
大
学
内
で
は

今
朝
所
化
一
同
ニ
対
シ
二
主
幹
ヨ
リ
学
生
ノ
本
分
ニ
ツ
キ
欠
席
抔
セ
サ
ル
様

ニ
ト
説
諭
セ
リ

と
主
幹
か
ら
学
生
に
休
学
し
な
い
よ
う
に
話
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
学
生
ら
は
休
学
届
を
提
出
し
て
お
り
、
そ
の

日
の
記
載
は
数
行
程
度
で
、
他
の
日
に
比
べ
る
と
簡
素
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
関
根
は
出
雲
路
と
共
に
渥
美
契
縁
の
自
宅
に
赴
き
、
渥
美
へ
執
事
辞
職
を
迫
っ
て
い
る
。
休
学
届
を
提
出
し
た
二
日
後
の
十
一

月
十
一
日
に
、
関
根
は
学
生
等
七
名
で
渥
美
契
縁
の
自
宅
へ
訪
ね
た
が
、
二
度
面
会
を
断
ら
れ
た
が
、
三
度
目
に
関
根
を
含
め
三
人
で
面
会

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
渥
美
宅
の
一
室
で
、
辞
職
を
迫
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

執
曰
ク
既
ニ
辞
表
ヲ
出
セ
リ

御
採
用
否
ハ
法
主
ニ
ア
リ

唯
之
ヲ
待
ツ
ノ
ミ
ト

予
ハ
以
テ
一
同
ニ
伝
ヘ
ン
ト
云
ヘ
リ
シ
ト
キ
執
曰

ク
ソ
コ
等
ニ
云
ハ
レ
テ
ス
ル
ニ
非
ズ
ト

語
気
甚
タ
穏
カ
ナ
ラ
ズ

猶
イ
ヘ
リ
キ

辞
表
ト
共
ニ
ソ
コ
等
ガ
不
穏
ノ
挙
動
ニ
ツ
イ
テ
モ

上
申
ニ
及
ビ
オ
キ
タ
リ
ト

自
ラ
威
迫
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
シ
カ
如
シ

と
、
渥
美
は
自
身
で
辞
表
を
法
主
に
提
出
し
て
お
り
、
辞
表
と
と
も
に
学
生
等
が
不
穏
な
動
き
を
し
て
い
る
こ
と
も
上
申
し
て
い
る
こ
と
を

聞
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
旨
を
聞
い
た
関
根
ら
は
、

辞
表
出
タ
リ
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
一
先
ツ
帰
レ
リ

と
、
目
的
が
達
成
さ
れ
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た
た
め
渥
美
宅
を
後
に
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
大
学
講
堂
に
召
集
を
受
け
た
学
生
等
は
、
主
幹
か
ら
退
学
処
分
を
言
い
渡
さ
れ
る
。

日

誌

に
は
、

十
一
時
ヨ
リ
講
堂
ニ
列
シ
テ
二
主
幹
ノ
達
シ
ニ
ヨ
リ
百
名
ハ
退
学
申
付
ケ
ラ
レ
タ
レ
リ

其
語
左
ノ
如
シ

所
化
ノ
本
分
ニ
違
背
シ
タ

ル
行
為
ヲ
ナ
セ
ル
ニ
ツ
キ
退
学
申
付
ク

ト
太
田
氏
之
ヲ
読
ミ
次
ニ
舎
監
本
日
中
ニ
退
舎
セ
ヨ
ト
告
グ

と
講
堂
に
集
ま
っ
た
学
生
達
は
、
主
幹
か
ら
退
学
を
告
げ
ら
れ
、
宿
舎
か
ら
退
去
す
る
よ
う
に
告
げ
ら
れ
て
い
る
。
退
学
を
言
い
渡
さ
れ
た

学
生
達
は
、
荷
物
を
始
末
し
て
講
堂
で
勤
行
を
行
っ
た
後
、
そ
の
日
の
う
ち
に
退
去
し
て
い
る
。
退
学
後
、
関
根
等
は
学
生
同
士
で
集
ま
り

会
合
を
行
っ
て
お
り
、
教
団
改
革
運
動
を
継
続
し
て
お
り
、
積
極
的
に
活
動
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

２

真
宗
大
学
東
京
移
転
準
備
期
に
お
け
る
関
根
仁
応
の
動
向

前
節
で
は
、
教
団
改
革
運
動
期
の
関
根
の
動
向
に
つ
い
て
、

日
誌

の
記
事
か
ら
辿
っ
て
い
っ
た
。
教
団
改
革
運
動
が
終
息
し
た
後
、
関

根
は
清
沢
ら
と
と
も
に
真
宗
大
学
東
京
移
転
準
備
に
関
与
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
真
宗
大
学
の
東
京
移
転
の
経
過
に
関
し
て
は
、

百
年
史

に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
に
譲
る
が
、
本
節
で
は
真
宗
大
学
東
京
移
転
準
備
期
の
関
根
の
動
向
に
つ
い
て
、
前
節
と
同
様
に

日
誌

か
ら
辿
っ
て
い
く
。

前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
関
根
は
清
沢
ら
の
教
団
改
革
運
動
に
賛
同
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
十
一

月
に
真
宗
大
学
を
退
学
処
分
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
翌
三
十
年
八
月
三
十
日
付
の

本
山
事
務
報
告

に
真
宗
大
学
の
卒
業
式
の
記
事

を
見
て
み
る
と
、
研
究
科
卒
業
者
名
簿
に

草
間
仁
応

と
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
退
学
処
分
を
受
け
た
後
、
関
根
等
学
生
は
ど
の
よ

う
に
し
て
真
宗
大
学
に
復
学
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

日
誌

が
明
治
三
十
年
三
月
か
ら
八
月
ま
で
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
大
学
や
学
生
の

動
向
が
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

百
年
史

に
よ
る
と
、
明
治
三
十
年
四
月
十
四
日
に
石
川
舜
台
は
真
宗
大
学
生
に
対
し
て
、
学
制
の
改
革
・

職
員
の
更
迭
・
大
学
の
新
築
な
ど
を
骨
子
と
す
る
提
案
を
行
い
、
正
常
化
を
図
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
学
生
は
、
教
職
員
の
更
迭
・
新
学
制
の
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大
綱
の
提
示
・
学
校
新
築
の
位
置
を
明
言
す
る
こ
と
・
新
築
工
事
は
議
制
局
で
決
議
後
、
た
だ
ち
に
着
手
す
る
こ
と
を
本
山
当
局
に
提
出
し
、

大
筋
に
認
め
ら
れ
、
教
職
員
の
更
迭
が
実
現
し
た
た
め
、
四
月
二
十
四
日
か
ら
授
業
が
再
開
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
関

根
等
真
宗
大
学
生
は
四
月
二
十
四
日
以
降
に
復
学
し
、
そ
の
年
の
八
月
に
真
宗
大
学
研
究
科
を
卒
業
し
た
と

え
ら
れ
る
。

そ
の
後
の
関
根
は
、
出
身
地
で
あ
る
新
潟
に
帰
省
し
、
自
坊
の
仕
事
を
し
な
が
ら
新
潟
に
あ
っ
た
宗
門
学
校
で
あ
っ
た
真
宗
米
北
中
学
校

の
経
営
に
尽
力
す
る
の
で
あ
る
。

日
誌

に
よ
る
と
、
関
根
は
明
治
三
十
年
十
一
月
東
京
経
由
で
新
潟
に
帰
省
し
た
後
、
真
宗
米
北
中
学
の

経
営
に
尽
力
し
、
明
治
三
十
一
年
四
月
五
日
付
で
米
北
中
学
の
校
長
に
就
任
し
て
い
る
。

し
か
し
、
明
治
三
十
二
年
七
月
二
日
に
本
山
か
ら

用
向
有
之
候
条
至
急
出
頭
可
有
之
候
也

と
い
う
六
月
二
十
七
日
付
の
手
紙
が
関
根

の
元
に
届
く
。
こ
の
手
紙
に
答
え
、
関
根
は
七
月
二
十
七
日
に
本
山
へ
出
頭
す
る
。
そ
こ
で
、
布
教
局
録
事
・
列
稟
授
三
級
を
命
ず
る
辞
令

を
受
け
取
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
日
に
は
、
布
教
局
の
児
門
録
事
か
ら

愈
事
務
ノ
分
担
ヲ
ナ
サ
ン
ト
要
セ
リ

と
言
わ
れ
る
が
、
こ

れ
を
辞
退
し
、
こ
の
旨
を
布
教
局
の
長
谷
局
長
に
も
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
関
根
は
、
文
書
掛
か
ら
役
輪
袈
裟
を
渡
さ
れ
る
が
受
け
取
り
を

拒
否
し
て
い
る
。
関
根
が
本
山
布
教
局
へ
入
局
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
清
沢
満
之
と
の
関
わ
り
が

え
ら
れ
る
。
西
村
見
暁
氏

に
よ
る
と
、
清
沢
は
こ
の
時
彰
如
の
誘
い
に
よ
り
、
明
治
三
十
二
年
六
月
十
四
日
に
病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
自
坊
の
西
方
寺
か
ら
東
京
へ
移

転
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
京
へ
移
住
し
た
十
日
後
の
六
月
二
十
五
日
付
の
月
見
覚
了
宛
の
書
簡
に
は
、

就
い
て
は
会
合
の
節
の
大
問
題
は
、
つ
ま
り
我
等
の
本
山
に
対
す
る
態
度
を
再
議
す
る
事
に
可
有
之

と
存
候
へ
共
、
尚
ほ
断
然
山
政

な
る
も
の
に
接
触
す
る
の
時
機
に
あ
ら
ず
と
す
る
も
、
亦
た
一
種
の
事
情
に
よ
り
て
は
、
少
し
く
山
事
に
接
近
致
候
て
は
如
何
に
可
有

之
候
哉
。
然
れ
ば
前
件
（
稲
兄
の
件
）
如
き
は
、
或
は
其
の
一
た
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
勿
論
目
下
東
西
京
に
あ
る
山
勢
の
我
等
に
対
す
る

関
係
を
審
議
す
る
に
あ
ら
ず
ば
、
到
底
決
し
難
き
儀
と
は
存
候
へ
共
、
例
の
時
宜
を
弁
ぜ
ざ
る
懸
念
を
一
寸
開
陳
申
上
置
候
間
、
御

の
上
或
は
会
合
時
の
問
題
に
御
加
被
下
度
願
上
候
。

と
今
は

山
政

に
接
近
す
る
時
期
で
な
い
と
す
る
が
、
事
情
に
よ
っ
て

山
政

に
接
近
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
う
の
よ
う
な
こ
と
が
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起
こ
る
の
か
と
本
山
へ
の
参
政
に
つ
い
て
否
定
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
清
沢
自
身
の
日
記
で
あ
る

臘
扇
記

に
は
、

葦
原
子

来
訪
、
藤
堂
氏
に
会
見
を
誘
ふ
。
必
要
な
き
を
以
て
辞
謝
す
。
や

真
宗
中
学
在
話
中
、
葦
原
子
来
訪
。
藤
堂
氏
よ
り
の
使
旨
を
伝
へ
、
山

政
に
は
無
関
係
に
て
会
見
を
求
む
。
乃
ち
之
を
応
諾
す
。
と
あ
り
、
清
沢
は
本
山
当
局
と
は
距
離
を
置
い
て
い
た
と

え
ら
れ
る
。

日
誌

か
ら
は
、
布
教
局
録
事
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
清
沢
と
手
紙
や
電
報
の
や
り
取
り
が
見
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
清
沢
の
動
き
に
同
調
し
て
関
根

も
本
山
当
局
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
と

え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
関
根
や
清
沢
等
は
、
石
川
舜
台
や
和
田
円
什
の
大
学
運
営
の
要
請
に
対
し
、
本
山
側
が
清
沢
等
の
条
件
を
受
け
る
形
で
、
引
き

受
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
を

教
学
報
知

第
二
五
一
号
が
伝
え
て
い
る
。

旧
白
川
党
諸
氏
は
客
月
末
上
京
し
同
士
相
寄
り
て
決
議
す
る
と
こ
ろ
あ
り
結
局
清
沢
満
之
氏
は
同
士
の
総
代
と
な
り
、
去
九
日
東
上
し

在
京
中
の
石
川
舜
台
和
田
円
什
の
両
師
に
面
談
し
て
種
々
談
す
る
と
こ
ろ
あ
り
て
、
結
局
本
山
は
清
沢
氏
一
派
の
要
求
条
件
を
容
る
ゝ

こ
と
ゝ
な
り
同
派
学
制
に
関
す
る
全
体
即
ち
大
中
学
を
清
沢
氏
等
に
一
任
す
る
こ
と
に
決
し
た
り
と
云
ふ
、
今
清
沢
氏
が
要
求
せ
し
条

件
の
重
な
る
も
の
な
り
と
云
ふ
を
聞
く
に
一
、
真
宗
大
学
を
東
京
に
移
す
こ
と
、
二
、
毎
年
一
ヶ
年
間
の
大
学
の
経
費
と
し
て
二
万
五

千
円
を
支
出
す
る
こ
と
、
尚
ほ
当
初
三
ヶ
年
間
の
経
費
を
銀
行
に
別
預
け
と
し
て
此
金
は
本
山
内
に
他
日
如
何
様
な
る
こ
と
あ
る
も
其

変
動
に
は
一
切
関
係
な
き
こ
と
、
三
、
教
育
上
の
方
針
、
学
課
編
成
等
教
育
に
関
す
る
全
体
を
一
任
し
て
更
に
容
喙
せ
ざ
る
事
等
の
条

件
な
り
と

と
あ
り
、
真
宗
大
学
を
東
京
に
移
す
こ
と
、
毎
年
一
年
間
の
大
学
の
経
費
と
し
て
二
万
五
千
円
を
支
出
す
る
こ
と
、
教
育
上
の
方
針
、
学
課

編
成
等
教
育
に
関
す
る
全
体
を
清
沢
等
に
一
任
し
口
出
し
を
し
な
い
事
等
の
条
件
に
よ
り
、
清
沢
等
が
受
け
入
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

日
誌

を
見
て
い
く
と
、
こ
の

教
学
報
知

の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
清
沢
側
と
本
山
側
と
の
話
し
合
い
が
、
す
ぐ
に
ま
と

ま
っ
た
と
は

え
に
く
い
。

日
誌

に
よ
れ
ば
、
こ
の
記
事
が
出
る
前
に
東
京
に
お
い
て
、
和
田
・
清
沢
・
秦
・
関
根
の
四
人
が
浅
草
別
院

に
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
話
し
合
い
で
は
、
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和
田
氏
ハ
二
条
件
ニ
ツ
キ
テ
ハ
余
リ
確
ト
モ
明
言
セ
ズ

其
東
京
ニ
移
ル
ト
決
ス
ル
迄
ノ
処

処
置
相
談
セ
リ

氏
ハ
頻
リ
ニ
同
志
中

ヨ
リ
一
人
ニ
テ
モ
推
セ
ヨ
ト
云
ヒ
、
此
方
ノ
決
議
ハ
局
長
ヲ
以
テ
之
ニ
宛
テ
ン
筈
ナ
レ
ハ
是
非
共
夫
ニ
ヨ
ラ
レ
度
シ
ト
テ
双
方
ヨ
リ
利

害
得
失
ヲ
説
ケ
リ

結
局
秦
君
ハ
断
然
継
続
時
期
ハ
局
長
ニ
テ
学
監
ヲ
勤
メ
ラ
ル
ベ
シ

此
レ
纏
テ
同
志
等
ノ
推
挙
ナ
リ

若
シ
同
志

ニ
シ
テ
全
然
此
事
ニ
意
ナ
ク
ン
バ
局
リ
テ
参
務
ニ
兼
任
ヲ
勧
メ
ン
ヤ
云
云

是
ニ
至
リ
テ
双
方
言
尽
キ
参
務
ハ
予
モ

熟
ス
ヘ
ケ
レ
ハ

君
等
モ
一

ア
リ
度
シ
ト
シ
テ
別
レ
タ
リ

と
真
宗
大
学
の
東
京
移
転
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ
て
い
た
が
、
和
田
氏
は
同
志
の
中
か
ら
一
人
代
表
者
を
出
す
よ
う
に
打
診
を
す
る
が
、
逆

に
清
沢
側
は
局
長
か
参
務
が
学
監
を
勤
め
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
平
行
線
の
ま
ま
相
談
が
終
わ
っ
て
い
る
。
だ
が
、
話
し
合
い

の
後
、
清
沢
・
関
根
は
、
和
田
氏
と
共
に
石
川
舜
台
と
対
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
石
川
は
、

翁
ハ
寺
務
所
ノ
惨
状
ヲ
歎
キ
老
朽
事
ニ
堪
ヘ
サ
ル
コ
ト
ヨ
リ
後
継
者
ヲ
作
ル
ノ
急
ナ
ル
ガ
為
ニ
、
月
、
清
、
予
三
人
ヲ
入
所
ニ
決
セ
ル

理
由
ヲ
陳
シ
其
突
然
決
行
セ
ル
所
以
及
ヒ
自
ラ
退
職
ノ
決
心
、
後
ヲ
憂
フ
ル
コ
ト
ナ
ド
云
云
シ
テ
頻
リ
ニ
入
所
ヲ
勧
ム
ル

否
寧
ロ
哀

請
ス
ル
モ
ノ
ヽ
如
ク
ア
リ
キ

と
寺
務
の
惨
状
を
嘆
く
よ
り
後
継
者
を
作
る
た
め
に
月
見
・
清
沢
・
関
根
を
当
局
に
入
所
さ
せ
る
こ
と
、
石
川
自
身
の
進
退
の
決
心
な
ど
を

述
べ
て
い
る
が
、
清
沢
等
は

会
議
ニ
ハ
全
ク
入
所
ノ
機
ニ
ア
ラ
ズ
ト
シ
学
校
ノ
方
ノ
ミ
先
ズ
条
件
ヲ
附
シ
テ
決
セ
シ
ノ
ミ

然
レ
ハ
無
論

即
答
ハ
ナ
リ
難
ケ
レ
ハ
一
応
相
談
ノ
上
答
ヘ
ン
云
云

と
当
局
に
入
所
す
る
時
期
で
は
な
い
の
で
、
大
学
の
方
だ
け
条
件
を
出
し
て
決
定
し

た
が
、
相
談
の
上
返
答
す
る
と
答
え
て
い
る
。
だ
が
、

日
誌

に
は
こ
れ
以
降
交
渉
し
て
い
る
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、

教
学
報
知

の
記
事
の
よ
う
に
決
定
し
た
と

え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
九
月
九
日
に
は
関
根
は
、
真
宗
大
学
主
幹
の
辞
令
と
共
に
米
北
中
学
校
長
の
任
を
解
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
清
沢

や
関
根
は
大
学
運
営
を
引
き
受
け
、
真
宗
大
学
の
東
京
移
転
へ
と
向
か
う
の
だ
が
、
最
後
に
経
費
に
関
し
て
問
題
が
残
っ
て
い
た
。

教
学
報
知

で
は
、

毎
年
一
ヶ
年
間
の
大
学
の
経
費
と
し
て
二
万
五
千
円
を
支
出
す
る
こ
と

と
経
費
に
関
し
て
明
記
が
さ
れ
て
い
た

関根仁応日誌 に見る大谷大学史



が
、

日
誌

を
見
る
と
経
費
に
関
す
る
交
渉
に
関
し
て
も
記
載
が
見
ら
れ
る
。
九
月
二
十
日
に
本
山
側
か
ら
銀
行
と
の
交
渉
が
難
航
し
て
い

る
た
め
、
二
十
二
日
に
面
会
す
る
よ
う
に
依
頼
さ
れ
て
、
支
店
長
と
会
談
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
支
店
長
が

断
シ
テ
印
形
ヲ
捺
ス
ル

ノ
コ
ト
ハ
出
来
得
ヘ
カ
ラ
ス

と
融
資
に
難
色
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
建
築
費
に
つ
い
て
も
工
面
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
が

日

誌

か
ら
伺
え
る
。
明
治
三
十
三
年
三
月
七
日
に
は
、
須
磨
の
別
荘
を
売
却
し
、
そ
の
金
銭
を
大
学
建
築
費
に
当
て
る
よ
う
建
議
案
を
起
草

し
て
い
る
。
こ
の
記
事
以
降
、
須
磨
の
別
荘
の
売
却
し
た
お
金
が
建
築
費
に
転
用
さ
れ
た
か
は

日
誌

に
記
載
が
見
え
な
い
。
さ
ら
に

宗

報

に
も
臨
時
議
制
会
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
触
れ
て
い
る
が
、
議
事
に
関
し
て
は

秘
密
会
な
り
し
を
以
て
記
載
す
る
を
得
ざ
る

と
あ

り
、
臨
時
議
制
会
議
が

秘
密
会

で
あ
る
た
め
、
議
事
の
内
容
を
公
開
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
経
費
に
関
し
て
も
、
明
治
三
十
三
年
三
月

の
記
載
が
始
ま
る
前
に
関
根
が
残
し
た
メ
モ
の
中
に
総
務
大
谷
勝
縁
、
石
川
舜
台
以
下
数
人
の
連
署
に
て

教
学
報
知

に
掲
載
し
て
い
た

記
事
と
同
内
容
の
書
状
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
明
治
三
十
三
年
に
校
舎
建
築
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
経

費
・
建
築
費
に
つ
い
て
は
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
も
の
と

え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
明
治
三
十
二
年
十
月
に
行
わ
れ
た
議
制
会
で
は
、
真
宗
大
学
条
例
改
正
に
関
す
る
決
議
が
行
わ
れ
て
い
た
。
関
根
は
二
十
七
日

に
行
わ
れ
た
議
制
会
を
傍
聴
し
て
お
り
、
東
京
ニ
置
ク
ノ
文
字
ヲ
条
例
中
ニ
加
フ
ル
ノ
議
ハ
満
場
一
二
曖
昧
ノ
反
対
ヲ
生
セ
ル
ノ
ミ
ニ
テ
大

大
多
数
ノ
決
議
ヲ
ナ
セ
リ

と
記
し
て
お
り
、
議
制
会
で
真
宗
大
学
条
例
に
東
京
移
転
す
る
こ
と
が
明
記
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の

日
の
夜
に
は
清
沢
へ
報
告
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
十
二
月
二
十
八
日
に
は
、
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
、

東
京
ニ
設
置
シ

の
六
文
字
が
書

き
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
本
格
的
に
東
京
に
真
宗
大
学
の
校
舎
建
築
が
開
始
さ
れ
る
。

明
治
三
十
二
年
十
二
月
に
大
学
用
地
代
の
払
い
渡
し
と
土
地
登
記
手
続
き
が
完
了
し
た
真
宗
大
学
は
、
翌
年
一
月
か
ら
土
地
の
測
量
・
見

地
に
着
手
し
て
い
る
。
し
か
し
、
建
物
の
設
計
図
が
完
成
し
、
入
札
準
備
に
入
る
六
月
ま
で
時
間
を
要
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
本
山
当
局
と

建
築
費
の
交
渉
を
行
っ
て
お
り
、

日
誌

中
に
も
当
局
と
関
根
が
交
渉
し
て
い
る
記
事
が
散
見
で
き
る
。
そ
し
て
、
当
局
と
建
築
費
に
つ
い

て
交
渉
し
て
い
る
中
、
関
根
は
東
京
で
文
部
省
に
赴
き
、
徴
兵
猶
予
申
請
を
行
っ
て
お
り
、
二
月
二
十
四
日
に
認
可
が
下
り
て
い
る
こ
と
が
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日
誌

か
ら
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
関
根
は
大
学
建
築
に
関
し
て
、
新
潟
か
ら
東
京
へ
赴
い
て
お
り
、
五
月
二
十
二
日
に
は
、
文
部
省
の

技
手
と
建
築
請
負
、
建
築
位
置
に
つ
い
て
会
談
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
建
築
期
限
に
も
触
れ
て
お
り
、

建
築
期
限
ハ
来
年
五
月
頃
ナ
ラ

ン

寄
宿
舎
丈
ケ
ナ
ラ
ハ
本
年
中
に
出
来
セ
ン
ト
久
留
及
服
部
ハ
言
ハ
レ
タ
リ

と
建
物
が
完
成
す
る
の
は
、
来
年
五
月
頃
で
あ
る
と
文
部

省
技
手
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
七
月
に
は
業
者
と
の
本
契
約
が
成
立
し
、
業
者
と
の
交
渉
の
結
果
、
落
成
時
期
は
翌
年
一
月
三
十

一
日
に
決
定
し
た
こ
と
が
月
見
覚
了
か
ら
の
手
紙
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、
清
沢
も
六
月
二
十
九
日
付
の
井
上
豊
忠
へ
宛
て
た
書
簡
に

真
宗

大
学
の
事
も
、
昨
夕
を
以
て
教
場
、
寄
宿
舎
及
び
附
属
建
物
の
請
負
本
契
約
締
結
相
済
（
五
万
七
千
百
円
）
、
先
づ
一
段
落
を
見
申
候

と
あ

り
、
六
月
二
十
八
日
に
教
場
、
寄
宿
舎
及
び
附
属
建
物
の
本
契
約
が
締
結
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
工
事
は
着
々
と
進
み
、
十
月
に

は
清
沢
か
ら
工
事
の
進
捗
状
況
を
知
ら
せ
る
手
紙
が
届
き
、
関
根
も
ま
た
自
坊
が
あ
る
新
潟
へ
帰
る
途
中
、
東
京
へ
立
ち
寄
り
、
清
沢
と
月

見
と
共
に
工
事
現
場
へ
赴
き
、
現
場
の
様
子
を
見
学
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
周
知
の
通
り
、
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
九
月
に
真
宗
大
学

は
東
京
に
移
転
し
、
十
月
十
三
日
に
開
学
す
る
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
教
団
改
革
運
動
期
と
真
宗
大
学
東
京
移
転
準
備
期
の
関
根
の
動
向
に
つ
い
て
、

日
誌

の
記
事
か
ら
抽
出
し
、
関
根
の
動
向

を
辿
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
今
ま
で
辿
っ
た
関
根
の
動
向
を
ま
と
め
て
、
結
び
に
し
た
い
。

教
団
改
革
運
動
期
に
研
究
科
三
年
で
あ
っ
た
関
根
は
、
清
沢
等
の
教
界
時
言
社
が
訴
え
る
本
山
改
革
に
賛
同
し
て
、
他
の
真
宗
大
学
の
学

生
と
共
に
教
団
改
革
運
動
に
参
加
す
る
の
で
あ
る
。
き
っ
か
け
と
し
て
は
、

無
尽
灯

創
刊
一
周
年
を
記
念
し
た
茶
話
会
後
か
ら
で
あ
る
。

当
日
の
記
事
を
見
る
と
、
関
根
は
茶
話
会
に
出
席
し
た
後
、
同
級
の
出
雲
路
善
祐
、
九
頭
竜
教
護
・
智
治
心
寂
と
共
に
共
楽
館
の
別
室
で
晩

餐
を
取
っ
た
際
、
白
川
二
三
三
と
い
う
人
物
を
訪
問
し
た
時
に
話
題
に
な
っ
た
こ
と
を
出
雲
路
等
に
話
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
関
根
を
始
め

と
す
る
学
生
等
は
、

我
が
敬
愛
な
る
父
兄
同
胞
及
び
門
信
徒
に
訴
ふ

と
い
う
一
文
を
全
国
各
地
の
新
聞
社
に
送
付
し
、
い
く
つ
か
の
新
聞

関根仁応日誌 に見る大谷大学史



社
が
こ
の
一
文
を
紙
面
に
掲
載
し
た
。
こ
の
一
文
は
、

教
界
時
言

創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た

大
谷
派
の
有
志
者
に
檄
す

に
沿
う
内
容
に

な
っ
て
い
る
が
、
学
生
達
も
改
革
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
に
休
学
届
を
提
出
し
て
授
業
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
執
事
で
あ
っ
た
渥
美
契
縁
宅
を
訪
ね
て
辞
職
を
迫
っ
て
お
り
、
白
川
党
と
同
調
し
て
い
る
が
、
学
生
等
独
自
に
教
団
改
革
運
動
の
活

動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
本
山
当
局
は
学
生
等
に
対
し
、
退
学
処
分
と
い
う
重
い
処
分
を
下
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

な
お
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
、

日
誌

か
ら
確
認
で
き
る
。

教
団
改
革
運
動
終
息
後
、
関
根
は
真
宗
大
学
を
卒
業
す
る
が
、
明
治
三
十
一
年
十
月
か
ら
自
坊
が
あ
る
新
潟
へ
帰
省
し
て
真
宗
米
北
中
学

の
運
営
に
携
わ
り
、
明
治
三
十
一
年
四
月
五
日
付
で
米
北
中
学
の
校
長
に
就
任
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
山
か
ら
出
頭
す
る
よ
う
手
紙
が
届

く
。
こ
の
手
紙
に
答
え
、
関
根
は
七
月
二
十
七
日
に
本
山
へ
出
頭
す
る
。
そ
こ
で
、
布
教
局
録
事
・
列
稟
授
三
級
を
命
ず
る
辞
令
を
受
け
取

る
の
で
あ
る
。
一
度
は
、
当
局
へ
入
局
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
関
根
で
あ
っ
た
が
、
清
沢
満
之
と
共
に
石
川
舜
台
や
和
田
円
什
の
大
学

運
営
の
要
請
に
対
し
、
本
山
側
が
清
沢
等
の
条
件
を
受
け
る
形
で
引
き
受
け
る
の
で
あ
る
。
議
制
会
に
よ
る
真
宗
大
学
条
例
改
正
の
決
議
を

受
け
て
、
本
格
的
に
東
京
移
転
準
備
が
動
き
出
す
が
、
関
根
は
本
山
当
局
と
真
宗
大
学
経
費
・
建
築
費
の
交
渉
や
文
部
省
へ
の
徴
兵
猶
予
申

請
、
文
部
省
技
手
と
の
会
談
等
に
奔
走
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
九
月
に
真
宗
大
学
は
東
京
に
移
転
し
、
十
月

十
三
日
に
開
学
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、

日
誌

の
記
事
よ
り
関
根
の
動
向
を
辿
っ
て
き
た
が
、

真
宗
大
学
の
位
置
に
就
て

で
真
宗
大
学
を
東
京
へ
移
転
さ
せ
る

構
想
を
持
ち
、
真
宗
大
学
建
築
掛
の
一
人
で
も
あ
っ
た
清
沢
は
、
当
時
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
清
沢
が
記
し
た

日
記
類
に
、
真
宗
大
学
建
築
に
関
す
る
記
述
は
、

当
用
日
記

に

月
見
、
関
根
、
斎
藤
の
三
氏
と
共
に
工
事
観
覧

と
あ
る
以
外
、
管
見

の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
清
沢
が
記
し
た
書
簡
に
は
、
先
に
挙
げ
た
井
上
豊
忠
宛
て
の
書
簡
以
外
に
も
稲
葉
昌
丸
や
村
上
専
精
に
宛

て
た
書
簡
に
も
工
事
の
進
捗
状
況
を
知
ら
せ
て
い
る
。

清
沢
満
之
全
集

に
収
録
さ
れ
て
い
る

当
用
日
記

に
関
し
て
、
抄
録
で
あ
る
た

め
詳
細
な
清
沢
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
清
沢
の
書
簡
類
や

日
誌

な
ど
か
ら
関
根
が
京
都
で
本
山
当
局
と
の
建
築
費
の
交
渉
を
行
っ
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て
い
る
の
と
平
行
し
て
、
東
京
で
の
工
事
に
関
わ
る
交
渉
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

百
年
史

で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
教
団
改
革
運
動
期
か
ら
真
宗
大
学
東
京
移
転
準
備
期
に
か
け
て
の
関
根
の
動

向
を
辿
っ
て
き
た
が
、
関
根
の
動
向
か
ら
よ
り
詳
細
な
東
京
移
転
準
備
期
の
状
況
が
復
元
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

え
る
。
二
〇
一
一
年

に
大
谷
派
は
親
鸞
七
百
五
十
回
御
遠
忌
を
迎
え
る
が
、
そ
の
二
年
後
の
二
〇
一
三
年
に
は
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
大
谷
大
学
が
東
京
か

ら
現
在
地
に
移
転
し
て
ち
ょ
う
ど
百
年
に
あ
た
る
年
で
あ
る
。

百
年
史

は
、
清
沢
の
動
向
や
言
説
を
中
心
と
し
た
論
述
方
法
を
と
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
機
会
を
生
か
し
、

日
誌

や
他
の
真
宗
大
学
に
尽
力
し
た
人
物
の
日
記
・
記
録
類
を
再
検
討
し
、

大
谷
大
学
史

を

再
構
築
し
直
す
必
要
が
有
る
の
で
は
な
い
か
と

え
る
の
で
あ
る
。

註

大
谷
大
学
百
年
史

通
史
編

（
大
谷
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
、
二
〇
〇
一
年
）

教
界
時
言

第
九
号
（
教
界
時
言
社
、
一
八
九
七
年
）

昭
和
十
六
年
度
九
月
分
教
職
認
可
・
解
職
認
可
申
請
書
類

（

大
谷
大
学
資
料

57
箱
｜
93
）

日
誌

第
一
巻
の
内
容
に
関
し
て
は
、
名
畑
名
日
児

明
治
期
の
大
谷
派
宗
門
の
動
き
｜

関
根
仁
応
日
誌

を
通
し
て
｜

（

教
化
研
究

第
一
三

七
号
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

清
沢
満
之
全
集

第
八
巻
（
暁
烏
敏
・
西
村
見
暁
編
、
法
蔵
館
、
一
九
五
六
年
初
版
、
一
九
七
六
年
第
三
版
）

前
掲
註

、
松
本
専
成

解
説

（

日
誌

第
一
巻
、
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
編
、
二
〇
〇
六
年
）

前
掲
註

松
本
氏

解
説

日
誌

明
治
二
十
八
年
十
二
月
十
三
日
条
（

日
誌

第
一
巻
、
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
編
、
二
〇
〇
六
年
）

柏
原
祐
泉

日
本
仏
教
史

近
代

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、
同
氏

近
代
真
宗
大
谷
派
の
歴
程

（

真
宗
史
仏
教
史
の
研
究
Ⅲ

近
代
編

第
一
篇
第
一
章
、
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、

真
宗
大
谷
派
近
代
史
年
表

（
教
学
研
究
所
編
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
七
七
年
初
版
、

二
〇
〇
四
年
第
二
版
）

関根仁応日誌 に見る大谷大学史



前
掲
註

本
山
事
務
報
告

第
三
十
八
号
（

宗
報

等
機
関
紙
復
刻
版

五
巻
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）

前
掲
註

日
誌

明
治
二
十
九
年
十
月
十
三
日
条

日
誌

明
治
二
十
九
年
十
月
三
十
日
条

前
掲
註

日
誌

明
治
二
十
九
年
十
一
月
三
日
条

日
誌

明
治
二
十
九
年
十
一
月
四
日
条

日
誌

明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
一
日
条

前
掲
註

前
掲
註

前
掲
註

日
誌

明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
二
日
条

前
掲
註

本
山
事
務
報
告

第
四
十
七
号
（

宗
報

等
機
関
紙
復
刻
版
五
巻
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）

前
掲
註

常
葉

第
十
九
号
（

宗
報

等
機
関
紙
復
刻
版
五
巻
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
九
一
年
）

日
誌

明
治
三
十
二
年
七
月
二
日
条
（

日
誌

第
一
巻
、
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
編
、
二
〇
〇
七
年
）

日
誌

明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
七
日
条
、

宗
報

第
十
号
付
録
（

宗
報

等
機
関
紙
復
刻
版
九
巻
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
九
二
年
）

日
誌

明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
八
日
条

日
誌

明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
九
日
条

西
村
見
暁

清
沢
満
之
先
生

第
四
章
（
法
蔵
館
、
一
九
五
一
年
）

月
見
覚
了
宛
書
簡
（

清
沢
満
之
全
集

第
九
巻
一
九
〇
号
、
大
谷
大
学
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
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臘
扇
記
﹇
注
釈
﹈

明
治
三
十
一
年
九
月
十
九
日
条
（
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
編
・
校
注
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
八
年
）

前
掲
註

明
治
三
十
一
年
九
月
二
十
日
条

教
学
報
知

第
二
五
一
号

日
誌

明
治
三
十
二
年
八
月
九
日
条

前
掲
註

前
掲
註

日
誌

明
治
三
十
二
年
八
月
九
日
条
、

宗
報

第
十
三
号
付
録
（

宗
報

等
機
関
紙
復
刻
版
九
巻
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
九
二
年
）

日
誌

明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
日
条
、
九
月
二
十
二
日
条

日
誌

明
治
三
十
三
年
三
月
七
日
条
（

日
誌

第
三
巻
、
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
編
、
二
〇
〇
八
年
）

宗
報

二
十
一
号
（

宗
報

等
機
関
紙
復
刻
版
十
巻
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
九
二
年
）

日
誌

第
三
巻
六
十
三
頁

前
掲
註

日
誌

明
治
三
十
二
年
十
月
二
十
七
日
条

宗
報

十
九
号
付
録
（

宗
報

等
機
関
紙
復
刻
版
十
巻
、
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部
、
一
九
九
二
年
）

日
誌

明
治
三
十
二
年
十
二
月
二
十
一
日
条

日
誌

明
治
三
十
三
年
一
月
二
十
九
日
条

日
誌

明
治
三
十
三
年
二
月
七
日
条
、
二
月
二
十
四
日
条

日
誌

明
治
三
十
三
年
五
月
二
十
二
日
条

日
誌

明
治
三
十
三
年
七
月
一
日
条

井
上
豊
忠
宛
書
簡
（

清
沢
満
之
全
集

第
九
巻
二
一
五
号
、
大
谷
大
学
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

日
誌

明
治
三
十
三
年
十
月
十
九
日
条

日
誌

明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
条

当
用
日
記
抄

明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
条
（

清
沢
満
之
全
集

第
八
巻
、
大
谷
大
学
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

関根仁応日誌 に見る大谷大学史



稲
葉
昌
丸
宛
書
簡
（

清
沢
満
之
全
集

第
九
巻
二
〇
八
号
、
大
谷
大
学
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
村
上
専
精
宛
書
簡
（

清
沢
満
之
全
集

第

九
巻
二
〇
六
号
、
大
谷
大
学
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

【
付
記
】

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
助
手
名
畑
直
日
児
氏
、
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
仏
教
科
助
教
西
本
祐

氏
に
御
教

示
を
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
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